
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」に
つ
い
て
考
え
よ
う

〜
㈱
福
井
村
田
製
作
所
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

　
働
い
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
、
仕
事
だ
け
の
生

活
に
追
わ
れ
る
の
で
な
く
、「
趣
味
・
学
習
・
休
暇
」

な
ど
を
楽
し
み
、
ま
た
、「
育
児
・
介
護
」
に
関
わ

る
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
仕
事
と
生

活
の
両
方
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
「
生
き
方
」
の
こ

と
で
す
。

　
仕
事
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
や
喜
び

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
が
、
同
時
に
、
家
事
・
育

児
、
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
な
ど
の
生
活
も
暮
ら
し

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の

充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生
の
生
き
が
い
、
喜
び

は
倍
増
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会

に
は
、●

安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的

に
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

●
仕
事
に
追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労
か
ら

健
康
を
害
し
か
ね
な
い

●
仕
事
と
子
育
て
や
老
親
の
介
護
と
の

両
立
に
悩
む

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱
え
る
人
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
働
く
人
々
の
将

来
へ
の
不
安
や
豊
か
さ
が
実
感
で
き
な
い
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少

子
化
・
人
口
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実

現
で
す
。

　
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
は
、
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
望
む
生
き
方
が
で
き
る
社
会
の
実
現

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
～
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

　
　「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
～

　
そ
こ
で
、
福
井
県
か
ら
女
性
の
採
用
、
育
成
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
登
用
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
企
業
と
し
て
「
ふ
く
い
女
性
活

躍
推
進
企
業
プ
ラ
ス
＋
」
の
認
証
・
登
録
さ
れ
て

い
る
㈱
福
井
村
田
製
作
所
の
人
事
課
へ
お
話
を
う

か
が
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
す
る
企
業
で

す
か
？

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
ベ
ー
ス
と
し
た
電
子
部
品（
積

層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
、
ノ
イ
ズ
対
策
製
品

な
ど
）
の
開
発
・
製
造
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
部
品
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
ミ
リ
以
下
の
製
品
も
多
数

あ
り
ま
す
。
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
は
、

1
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
約
８
０
０
個
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

従
業
員
数
は
？

　
男
性 

約
３
，２
８
０
人
、
女
性 

約
１
，１
７
０

人
、
合
計
約
４
，４
５
０
人
（
う
ち
、
宮
崎
工
場

は
約
７
０
０
人
）
で
す
。

最
近
の
育
児
休
業
取
得
率
は
？

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
出
産
し
た
社
員

全
員
（
１
０
０
％
）
が
取
得
し
て
お
り
、
男
性
に

つ
い
て
も
４
人
が
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
配
偶
者
が
出
産
し
た
場
合
に
、
お
子

さ
ん
が
1
歳
に
到
達
す
る
ま
で
に
10
日
間
の
特
別

有
給
休
暇
を
取
得
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
10
日
間
連
続
で
取
得
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
し
、
10
日
間
を
最
大
3
回
ま
で
分
割
し
て
取

得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
配
偶
者
が
出
産
し
た

男
性
社
員
は
全
員
（
１
０
０
％
）
こ
の
休
暇
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
従

業
員
に
対
し
て
配
慮
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　
本
人
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
時
間
外
労

働
や
深
夜
労
働
、
休
日
労
働
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
者
が
利
用
で
き
る
短
時
間
勤
務
制

度
（
始
業
時
刻
の
繰
り
下
げ
、
終
業
時
刻
の
繰
り

上
げ
）
が
あ
り
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
、

従
業
員
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
て

い
ま
す
か
？

　
労
働
組
合
代
表
者
と
会
社
代
表
者
は
、
社
員
か

ら
挙
げ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
等
に
関
し
て
協
議
す

る
場
（
定
例
・
非
定
例
）
を
設
け
て
、
意
見
交
換

や
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
専
属
産
業
医
や
保
健
師
も
常
駐
し
て

い
ま
す
。

所
定
外
労
働
削
減
の
取
り
組
み
は
？

　

週
1
回
、
残
業
ゼ
ロ
デ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

従
来
は
特
定
の
曜
日
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
在
宅
勤
務
者
の
拡
大
や
製
造
部
門
ご
と
に

勤
務
体
制
が
異
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
職
場
ご

と
あ
る
い
は
個
人
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
の
終
業
か
ら
翌
日
の
始
業
ま
で
10

時
間
30
分
確
保
す
る
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

の
運
用
や
、
年
1
回
管
理
職
向
け
の
労
働
時
間
管

理
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

有
給
休
暇
取
得
促
進
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
？

　
従
業
員
平
均
で
、年
次
有
給
休
暇
20
日
の
う
ち
、

1
年
間
で
平
均
16
日
の
取
得
実
績（
取
得
率
80
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
取
得
率
が
低
い
社
員

に
は
、
直
属
上
司
か
ら
取
得
促
進
の
働
き
か
け
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
人
が
月
1
回
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
を
目
標
と
し
て
、
計
画
的
な
年
次
有
給
休
暇
取

得
の
推
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
事
評
価
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

　
性
別
や
年
齢
を
人
事
評
価
の
要
素
と
し
て
用
い

ず
公
正
な
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
評
価
者

に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
付
し
て
公
正
な
評
価
の
た

め
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

事
由
に
よ
り
、
休
職
中
の
社
員
へ
の
配
慮
措
置
と

し
て
休
職
中
で
も
昇
格
試
験
の
受
験
資
格
を
付
与

し
て
い
ま
す
。

知
識
、
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

　
階
層
別
お
よ
び
職
能
別
の
各
種
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
務
に
関
連
す
る
知
識
や
資
格
取
得
の

た
め
に
（
受
講
指
定
お
よ
び
自
己
啓
発
）、
各
自

が
好
き
な
時
間
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
会
社
が

指
定
し
た
社
外
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
コ
ン
テ

ン
ツ
や
、
会
社
で
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ

て
学
習
す
る「E

イ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ

‒Learning

」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
的
資
格
取
得
支
援
制
度
と
し
て
、

受
験
費
用
補
助
や
試
験
時
間
の
勤
務
時
間
扱
い
な

ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

女
性
の
管
理
職
登
用
に
つ
い
て
は
？

　
現
在
、
女
性
の
管
理
職
は
い
ま
せ
ん
が
、
管
理

職
を
目
指
す
女
性
を
増
や
す
た
め
の
階
層
別
研
修

や
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

困
難
と
思
え
る
こ
と
で
す
が
、
結
果
的
に
は
、
企

業
に
と
っ
て
も
従
業
員
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

男女共同参画・人権のとびら
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　7月18日、織田コミュニティセンターでえちぜん男女共同参画まちづくり推進員会を開催しまし
た。えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会は、企業や地域の代表者で構成されています。
　今回は、マナーコンサルティング「ことは理」代表の桝

ます

谷
や

真
ま

澄
すみ

先生をお迎えし、「家族とのマナー
とコミュニケーション」というテーマでお話
しいただきました。
　家族とは、空気のような当たり前の存在だ
が、気持ちよく暮らしていくためには、最低
限のルールや心遣いを配慮することが大切だ
と教えていただきました。

　8月4日、生涯学習センターにて役場職員で構成されている男女共同参
画推進ワーキンググループ研修会を開催しました。
　今回は、福井工業大学 非常勤講師の武

たけ

内
うち

昭
あき

子
こ

先生をお迎えし、「多様な
性を認め合う社会のために」というテーマでお話しいただきました。
　個人の多様な生き方を重んじる現代においては、「男らしさ」「女らしさ」
に縛られる生き方に、違和感や生きづらさを感じる人が多くなってきているため、
私たち一人ひとりが正しい知識を身に付けることが大切だと教えていただきました。

えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会

男女共同参画推進ワーキンググループ研修会

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と
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